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平成29年度　危険物取扱者試験　試験案内

一般財団法人 消防試験研究センター秋田県支部
ホームページアドレス　http://www.shoubo-shiken.or.jp

消防法（昭和23年法律第186号）第13条の５第１項の規定により秋田県知事から委任された危険

物取扱者試験を次のとおり実施します。

※書面申請の場合、受付期間最終日の消印有効です。

※電子申請の受付期間は、電子申請受付開始日の午前９時から、電子申請受付締切日の午後５時までです。

申請方法により申請期間が異なるので、ご注意ください。

１．受験願書申請期間、試験日、受験地及び試験種類
◆９時30分集合　10時試験開始

２．受験手続
受験願書の申請方法は、書面申請（願書による受験申請）と電子申請（インターネットからの受験申請）

の２通りがあります。

(1) 書面申請

受験する種類(乙種危険物取扱者試験の受験者は、類）ごとに、次の書類が必要です。

①　受験願書　(一財)消防試験研究センター秋田県支部のほか各消防本部（一部消防署分署等）で配布し

ています。

②　当センター指定の「振替払込受付証明書(お客さま用) 受験願書添付用」（受験願書と一緒に配布して

います。）

③　甲種危険物取扱者試験の受験者は、受験資格を証明する書類(詳しくは７ページ16を参照)

※卒業証書、免状等はコピー（縮小したものも可）

④　乙種危険物取扱者試験において、試験科目の免除を受ける受験者は、「乙種危険物取扱者免状」、「火

薬類免状」のコピー(詳しくは６ページ15(1)を参照)

⑤　丙種危険物取扱者試験において、試験科目の免除を受ける受験者は、「５年以上消防団員として勤務

したことを証明する書類」（消防団長等が証明するもの）及び「消防学校の基礎教育又は専科教育の警

防科を修了したことを証明する書類」（消防学校長が証明するもの） (詳しくは６ページ15(2)を参照)

(2) 電子申請

①　電子申請ができる試験種別は、次のとおりです。ただし、危険物取扱者免状以外の各種証明書類等

の提出が必要な方は、書面申請をお願いします。

書面申請受付期間 電子申請受付期間 受　　験　　地 試験種類 

大館市・秋田市・大仙市・横手市 

能代市 

大館市・能代市・男鹿市・秋田市・ 

由利本荘市・大仙市・横手市 

大館市・秋田市・由利本荘市・大仙市・ 

横手市 

 

秋田市 

 

鹿角市・能代市・由利本荘市・横手市・ 

湯沢市 

 

大館市・秋田市・大仙市 

試　験　日 

５月14日（日） 

５月21日（日） 

７月23日（日） 

10月 8 日（日） 

11月26日（日） 

１月28日（日） 

２月 4 日（日） 

3月30日（木） 

　～4月14日（金） 

6月9日（金）  

　～6月22日（木） 

8月24日（木） 

　～9月5日（火） 

10月12日（木） 

　～10月24日（火） 

12月6日（水） 

　～12月21日（木） 

12月11日（月） 

　～12月26日（火） 

3月27日(月)  

　～4月11日(火) 

６月6日(火)  

　～6月19日(月) 

8月21日(月)  

　～9月2日(土) 

10月9日(月) 

　～10月21日(土) 

12月3日(日) 

　～12月18日(月) 

12月8日(金) 

　～12月23日(土)

甲　種 

乙　種 

第１類 

 

第６類 

丙　種 

〜 ( (
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(ｱ) 甲種〔４種類以上の乙種免状(第１類又は第６類、第２類又は第４類、第３類、第５類)の交付を受

けている方に限る。詳しくは７ページ16を参照〕

(ｲ) 乙種全類

(ｳ) 丙種

②　再受験における電子申請について

過去３年以内に受験し、当該試験を再度受験する場合には、証明書は不要で、電子申請することが

できます。

※　電子申請手続きは、変更される場合がございますので、申請手続きされる場合は、必ず当センターの

ホームページで手続きについてご確認ください。

※　電子申請を予定されている団体の担当の方は、事前に支部にご確認くださるようお願いします。

３．受験申請にあたっての注意事項
(1) 受験願書を郵送する場合は、願書を折らないでください。

①　書面申請の場合は、受付期間最終日の消印有効です。

②　電子申請の受付期間は、電子申請受付開始日の午前９時から電子申請受付締切日の午後５時までで、

24時間対応となります。

(2) 締切日(受付期間)を過ぎた受験願書及び記載事項等に不備のある受験願書、又は虚偽の記載をしたり

適正を期することができない受験願書は受理できません。この場合は、受験申請書類等を返却します。

その際の費用は本人負担となります。

(3) 一旦提出し、受理された受験申請書類は、一切お返ししません。

(4) 受験願書受付締切日以降は、「試験日」・「試験種類」・「受験地」の変更はできません。

(5) 試験会場の収容人員等の関係で試験会場が変更になる場合もあります。

(6) 気象庁による特別警報などの災害情報等の発表に伴い試験日時の変更等を行う場合には、試験開始予

定時刻の二時間前までに、緊急のお知らせをホームページに掲示します。また、事故等により会場や日

程を変更する場合も緊急のお知らせをホームページに掲示します。

４．試験手数料及び払込方法
※受験願書受理後の手数料は、お返しいたしません。

(1) 試験手数料

(2) 書面申請の場合

①　受験願書と一緒に受領した所定の払込用紙を使って、試験手数料を郵便局又はゆうちょ銀行の窓口

で払い込んでください。

試験手数料の払込みには、所定の払込手数料が必要です。

②　次に「振替払込受付証明書（お客さま用）受験願書添付用」を受験願書Ｂ面の試験手数料欄にのり

付けしてください。（本人用の「振替払込請求書兼受領証」では無効なので、注意してください。）

(3) 電子申請の場合

払込方法は、次の決済方法から選択できます。払込手数料は無料です。

①　ペイジー（Pay-easy）決済　※情報リンク方式、オンライン方式

②　コンビニエンスストア決済（セブン－イレブン、ファミリーマート、ローソン、サークルＫ・サン

クス、セイコーマート）

③　クレジットカード決済（VISA、Master Card、JCB、アメリカンエキスプレス、ダイナース）

(4) 一旦払込みされた試験手数料は、お返しできません。

甲　種 

5 , 0 0 0円  

乙　種 

3 , 4 0 0円  

丙　種 

2 , 7 0 0円  
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５．受験票及び写真について
(1) 受験票の送付方法

①　書面申請の場合

試験日の約10日前までに送付します。試験会場は受験票によって通知しますので、必ず確認してく

ださい。

(注)受験票が試験日の一週間前までに届かないとき又は試験種類・免状種類が間違っている場合は、

(一財)消防試験研究センター秋田県支部に連絡してください。

②　電子申請の場合

試験日の約10日前までに、申請時に入力された電子メールアドレスあてに受験票がダウンロードで

きる旨のメールを送信します。受験者本人が受験票をダウンロードして印刷し、試験日当日、必ず持

参してください。未着の場合はお問い合わせください。

(2) 写真について(書面申請、電子申請共通)

試験日前６ヶ月以内に撮影した正面、無帽、無背景、上三分身像の縦４.５cm、横３.５cmの大きさ、

枠なしとし、鮮明なもの（裏面に撮影年月日、氏名及び年齢を記入してください。）１枚を受験票に貼っ

てください。（セロテープ不可）

写真は、受験者本人の確認及び危険物取扱者免状の作成に使用しますので、試験当日は、写真を貼っ

た受験票を必ず持参してください。

(3) 受験票の氏名欄は受験者の氏名をかい書で記入してください。

６．試験当日の注意事項
(1) 受験票を持参しないと受験できません。

(2) 受験票に前記５(2)に示した写真を貼付していない場合又は貼付写真が不鮮明な場合には受験できません。

【書面申請者用受験票】 ※受験票はイメージです。

一般財団法人　消防試験研究センター　秋田県支部 
〒�������� 
　秋田県秋田市中通����� 
　秋田県畜産会館6階 

　��� ��
�
�������

平成 
�年 �月 ��日［��
］ 
�時��分集合 ��時��分試験開始 

平成 
�年 �月 ��日［��
］ 
�時��分集合 ��時��分試験開始 

消 防 太 郎  

記入してください。 

E1-0001

E1-0001
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【電子申請者受験票】 ※受験票はイメージです。

一般財団法人  消防試験研究センター　秋田県支部 

〒010-0001 
秋田県秋田市中通6-7-9秋田県畜産会館6階 

平成 ��年 �月 ��日［���］ 
�時��分集合 ��時��分試験開始 

平成 ��年 �月 ��日［���］ 
�時��分集合 ��時��分試験開始 

消 防 太 郎  記入してください。 

E1-0001

E1-0001

７．試験の方法
(1) 受験票に記載されている試験日、試験種類、試験会場、科目免除の内容により試験を行います。

(2) 甲種及び乙種の試験については五肢択一式、丙種の試験については四肢択一式の筆記試験です。

８．同一人の複数受験
既に乙種危険物取扱者の免状を持っている方に限り、同時に他の乙種の試験を３種類まで受験すること

ができます。(試験時間は、２種類受験者は35分×２=１時間10分、３種類受験者は35分×３=１時間45分

です。)

(注1) 電子申請できません。書面による申請を行ってください。

(注2) 受験する種類ごとに受験願書を記入し、一緒に提出してください。

(注3) 受験願書B面裏に、既得免状のコピーをそれぞれ貼付して提出してください。

(８ページA面⑬⑭を参照してください。)

９．合格基準
甲種、乙種及び丙種危険物取扱者試験ともに、試験科目ごとの成績が、それぞれ60％以上であること。

(試験科目の免除を受けた受験者については、その科目を除く。)

なお、乙種第１類又は第５類の受験者であって、６ページ15(1)により試験科目の一部が免除された方に

ついては、免除された問題以外の問題で上記の成績であること。
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10．合格発表
(1) 試験日当日に合格発表予定日をお知らせします。

(2) 合格者については、当センターのホームページ上に掲載するとともに、当支部掲示板に合格者の受験

番号を公示します。また、受験者全員に結果通知書を郵送します。なお、試験結果の合否に関する電話

による問い合わせ、試験問題及びその解答に関する問い合わせには、一切応じられません。

(3) 試験会場外での特定業者による試験結果通知の有料サービスは当センターとは一切関係ありませんの

でご注意ください。

11．合格後の免状交付申請の手続き
合格した方は、次の書類を当支部まで郵送又は持参してください。

(1) 二連の結果通知書及び免状交付申請書（絶対に折り曲げたり、切り離さないこと)

(2) 秋田県収入証紙2,800円（手数料欄に全面貼付）※収入印紙ではありません。

※秋田県収入証紙は、当支部、県庁及び各地域振興局の売店、交通安全協会の入っている警察署で販売し

ています。

(3) 既に危険物取扱者免状を持っている方は、その免状

(4) 免状を郵送希望の場合は、返送用封筒（定形封筒に392円分の切手を貼り、住所、氏名を記入してく

ださい。）※作成した免状を申請者へ送るための封筒です。

12．その他注意事項
(1) 試験会場は駐車台数に制限がありますので、満車の時は自己の責任において駐車場を確保してくださ

い。また、会場付近（空地やコンビニエンスストア、スーパー等）での無断駐車は、相手に迷惑がかか

りますし、試験会場に苦情が殺到しますので、絶対にやめてください。※駐車に関わるトラブルについ

ては、一切責任を負いません。

(2) 試験会場はすべて禁煙です。(高等学校は構内も含む)

(3) 高等学校会場は、上ばきを持参してください。

(4) 試験会場への電話での問い合わせは絶対にしないでください。

(5) 試験当日は写真を貼った受験票、ＨＢ又はＢの鉛筆数本と消しゴムを必ず持参してください。（ボール

ペンは使用できません）

(6) テンプレート等の定規類、電卓、携帯電話、スマートフォン等は一切使用できません。

(7) 試験問題が紛失した場合は、聞き取り調査及び持ち物検査をすることがあります。

(8) 気象庁による特別警報などの災害情報等の発表に伴い試験日時の変更等を行う場合には、試験開始予

定時刻の二時間前までに、緊急のお知らせをホームページに掲示します。また、事故等により会場や日

程を変更する場合も緊急のお知らせをホームページに掲示します。

13．問い合わせ先
(1) 受験に関すること

一般財団法人　消防試験研究センター　秋田県支部　　電話　０１８（８３６）５６７３

(2) 電子申請に関すること

電子申請（インターネットからの受験申請）については、当センターのホームページに詳細な利用方

法や、Ｑ＆Ａが掲載されていますので、必ずこれをご確認のうえお申込みください。

なお、電子申請に関するトラブル等の問い合わせは下記までお願いします。

一般財団法人　消防試験研究センター　電子申請室

専用電話　０５７０－０７－１０００　　受付時間　９：00～17：00（土日、祝日を除く。）

一般財団法人　消防試験研究センターホームページ　http://www.shoubo-shiken.or.jp

※　一般財団法人　消防試験研究センターは、試験実施機関であり、受験準備のための講習会や参考書等

の出版は、一切行っておりません。

※この試験案内は合格発表まで保管してください。
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14．試験科目及び試験時間

15．試験科目の一部免除
a 乙種危険物取扱者試験の一部免除

既に乙種危険物取扱者免状を有する方は、法令・物化の全部を免除し、第１類又は第５類の受験者で

火薬類免状を有する方は、申請により、物化の一部、性消の一部を免除します。免除を受ける受験者は、

「乙種危険物取扱者免状」、「火薬類免状」のコピー１部を貼付して提出してください。

（８ページＡ面⑬を参照してください。）

乙種危険物取扱者試験における試験科目の一部免除については下表のとおりです。

s 丙種危険物取扱者試験の一部免除
丙種危険物取扱者試験を受ける方であって、５年以上消防団員として勤務し、かつ、消防組織法第51

条第４項の消防学校の教育訓練のうち基礎教育又は専科教育の警防科を修了した方は、燃焼及び消火に

関する基礎知識を免除します。

丙種危険物取扱者試験における試験科目の免除及び証明書類については、下表のとおりです。

試験種類 

甲種危険物 
取扱者試験 

乙種危険物 
取扱者試験 
（1類～6類） 

丙種危険物 
取扱者試験 

試験時間 問題数 

15問 

10問 

20問 

15問 

10問 

10問 

10問 

５問 

10問 

合計 

45問 

35問 

25問 

２時間 
30分 

２時間 

１時間 
15分 

試　　験　　科　　目 

①　危険物に関する法令 

②　物理学及び化学 

③　危険物の性質並びにその火災予防及び消火の方法 

①　危険物に関する法令 

②　基礎的な物理学及び基礎的な化学 

③　危険物の性質並びにその火災予防及び消火の方法 

①　危険物に関する法令 

②　燃焼及び消火に関する基礎知識 

③　丙種危険物取扱者が取り扱うことのできる危険物の 
　性質並びにその火災予防及び消火の方法 

免除資格者 免除類別 

全　類 

第１類 
第５類 

第１類 
第５類 

試験科目 

①　法令 

②　物化 

③　性消 

①　法令 

②　物化 

③　性消 

①　法令 

②　物化 

③　性消 

免除内容 

全部免除 

全部免除 

 

 

一部免除 

一部免除 

全部免除 

全部免除 

一部免除 

０問 

０問 

10問 

15問 

４問 

５問 

０問 

０問 

５問 

10問 

24問 

５問 

35分 

１時間 
30分 

35分 

問題数 試験時間 合計 

乙種危険物取扱者免状を有 
する方 

乙種危険物取扱者免状を有 
し、かつ火薬類免状を有す 
る科目免除申請者 

火薬類免状を有する、科目 
の一部免除申請者 

受験者 試験科目 免除内容 

なし 

全部免除 

なし 

10問 

０問 

10問 

20問 １時間 

問題数 試験時間 合計 

５年以上消防団員として勤 
務し、かつ、消防学校の教 
育訓練のうち基礎教育又は 
専科教育の警防科を修了し 
た方 

消防団長等が発行する証明書及び消防学校の教育修了証 
（教育修了証はコピーで支障ありません） 

危険物に関する法令 

燃焼及び消火に関する基 
礎知識 

危険物の性質並びにその 
火災予防及び消火の方法 

証明書類 
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16．甲種危険物取扱者試験の受験資格
次表に示す対象者に該当する方は、甲種危険物取扱者試験の受験資格があります。（化学に関する学科等

の詳細は、ホームページをご覧ください。）

対　象　者 

〔１〕 
　大学等において 
化学に関する学科 
等を卒業した方 
 
 

〔２〕 
　大学等において 
化学に関する授業 
科目を15単位以上 
修得した方 
 
 
 

〔３〕 
　乙種危険物取扱 
者免状を有する方 
 
 
 
 
 

〔４〕 
　修士・博士の学 
位を有する方 

大学等卒 

15 単 位 

実務２年 

４ 種 類 

学　　位 

卒業証明書 
又は 

卒 業 証 書 

乙種危険物取扱 
者免状 及び 
乙種危険物取扱 
実務経験証明書 

（修得単位が明 
記されているも 
の） 

単位修得証明書 
又は 

成績証明書 

（学科等の名称 
が明記されてい 
るもの） 

乙種危険物 
取扱者免状 

学 位 記 等 
（専攻等の名称 
が明記されてい 
るもの） 

大 学 等 及 び 資 格 詳 細 証明書類 願書資格欄 
記 入 略 称 

［備考］ 
　１〔１〕の高等学校及び中等教育学校の専攻科については修業年限が２年以上のものに限ります。 
　２〔１〕、〔２〕の専修学校については、修業年限２年以上、総授業時数1700時間以上の専門課程に限り認められ、証

明書類として表の書類のほか次のいずれかの書面が必要になります。（ただし、表の証明書類に次の(1)又は(2)の内容
が記載されている場合は、次の(1)又は(2)の書面は不要です。） 

　　a　専門士又は高度専門士の称号が付与されていることを証明する書面又はその写し  
　　s　専修学校の専門課程の修業年限が２年以上で、かつ、課程の修了に要する総授業時数が1700時間以上であること

を証明する書面  
　３〔２〕の大学、短期大学、高等専門学校、大学院等における修得単位は、卒業、在学中、中途退学又は通信教育等にか
かわりなく算定することができます。放送大学も同様に算定できます。 

　４〔３〕の「乙種危険物取扱実務経験証明書」は、事業主等の証明書です。受験願書のＢ面裏の様式を使用してください。 
　５　旧大学、旧専門学校、高等師範学校、実業学校教員養成所等の卒業者及び単位修得者、専門学校卒業程度検定試験合
格者も受験資格を有する場合があります。詳細はお問い合わせください。 

　６　過去に甲種危険物取扱者試験の受験申請をしたことのある方は、その時の受験票（控）又は試験結果通知書を提出す
ることにより受験資格の証明書に代えることができます。（コピー可） 

　７　「願書資格欄記入略称」は、受験願書の「甲種受験資格」欄に記入するものです。 

大学、短期大学、高等専門学校、専修学校 
大学・短期大学・高等専門学校・高等学校・中等教育学
校の専攻科 
防衛大学校、職業能力開発総合大学校、職業能力開発大
学校、職業能力開発短期大学校、外国に所在する大学等 
 

大学、短期大学、高等専門学校（高等専門学校は専門科
目に限る）、大学院、専修学校 
大学・短期大学・高等専門学校の専攻科　　　　　　　
　　 
防衛大学校、防衛医科大学校、水産大学校、海上保安大
学校、気象大学校、職業能力開発総合大学校、職業能力
開発大学校、職業能力開発短期大学校、外国に所在する
大学等 

乙種危険物取扱者免状の交付を受けた後、危険物製造所
等における危険物取扱いの実務経験が２年以上の方 
 
 

次の４種類以上の乙種危険物取扱者免状の交付を受けて
いる方 
〇第１類又は第６類　〇第２類又は第４類 
〇第３類　　　　　　〇第５類 

修士、博士の学位を授与された方で、化学に関する事項
を専攻したもの（外国の同学位も含む。） 

部分はコピー 

試験種類 

甲　　種 

丙　　種 

全種類の危険物 

塩素酸塩類、過塩素酸塩類、無機過酸化物、亜塩素酸塩類等の酸化性固体 

硫化りん、赤りん、硫黄、鉄粉、金属粉、マグネシウム等の可燃性固体 

カリウム、ナトリウム、アルキルアルミニウム、黄りん等の自然発火性物質及び禁水性物質 

ガソリン、アルコール類、灯油、軽油、重油、動植物油類等の引火性液体 

有機過酸化物、硝酸エステル類、ニトロ化合物等の自己反応性物質 

過塩素酸、過酸化水素、硝酸等の酸化性液体 

ガソリン、灯油、軽油等 

取　扱　い　の　で　き　る　危　険　物 

（参考）　危険物取扱者免状の種別と取扱いのできる危険物の種類 

第１類 

第２類 

第３類 

第４類 

第５類 

第６類 

乙
　
　
　
種 

※　甲種及び乙種危険物取扱者は、自分自身で危険物の取扱いができるとともに、自分が立ち会うことにより、他の人（無
資格者）に危険物を取り扱わせることができます。 
　　丙種危険物取扱者は、特定の危険物（ガソリン・灯油等）に限り、自分自身で取り扱うことができます。 
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①　都道府県名欄には「秋田」と記入してください。 

②　申請日を記入してください。 

③　左づめで記入してください。また、カナ氏名の濁点・半濁点は、１マスを使用してください。 

④　左づめで記入してください。外国籍の受験者は、住民基本台帳に記載されている漢字又はパスポート
に記載されているアルファベット氏名を記入してください。 

⑤　該当する元号に○を付け、生年月日を記入してください。 
　　本籍の都道府県名を記入してください。外国籍の場合は、「外国籍」と記入してください。 
　　本籍コードは、受験願書Ｂ面裏の都道府県等コード表の番号を必ず記入してください。 

⑥　郵便番号は、正確に記入し、住所は現に居住している住所を都道府県名から記入してください。また、
濁点・半濁点が入る場合には、１マスに入れてください。なお、１行目に入りきらない場合は、２行目
に続きを記入してください。 

⑦　電話番号の局番等の間は１マス使用して「－」でつなげてください。 

⑧　勤務先・学校名等を記入し、職場又は自宅等で、日中連絡の取りやすい電話番号を記入してください。
（できれば携帯電話） 

⑨　試験案内「１」の試験日を確認し、記入してください。 

⑩　受験する試験の種類に○を付けてください。乙種の受験者は、受験する危険物の類を記入してくださ
い。  

⑪　試験案内「１」の受験地を記入してください。 

⑫　甲種の受験者は、受験資格を試験案内の「16」を確認し、記入してください。 
　　　（例）大学等卒、実務２年 
　　受験資格の証明書類を受験願書Ｂ面裏の各種証明書等貼付欄にのり付けしてください。 
　　乙種、丙種の受験者は、記入する必要はありません。 

⑬　乙種第１類又は第５類の受験者で火薬類免状を有する方は、該当する事項に○を付けてください。な
お、「受ける」に○を付けた場合には、火薬類免状のコピーを受験願書Ｂ面裏の各種証明書等貼付欄に
のり付けしてください。  
　　既に乙種危険物取扱者免状の交付を受けている受験者は○を付け、乙種免状のコピーを受験願書Ｂ面
裏の既得危険物取扱者免状（コピー）貼付欄にのり付けしてください。 
　　丙種危険物取扱者の受験者で、５年以上消防団員として勤務し、かつ、消防学校の基礎教育又は専科
教育の警防科を修了したものに該当する方は○を付け、消防団員歴証明書と消防学校の教育修了証明書
を、受験願書Ｂ面裏の各種証明書等貼付欄にのり付けしてください。 

⑭　⑩と同時に複数の試験を受ける方は、この受験願書以外に受ける種類を記入してください。 

⑮　書類等に不備があった場合の連絡手段として、メールによる連絡を希望する方はメールアドレスを記
入してください。（携帯電話アドレス可） 
　　なお、迷惑メール対策等の設定をしている方は、当支部からのメールが届くよう、ドメイン指定受信
等の設定（ドメイン名　shoubo-shiken.or.jp）を行ってください。 

⑯　３か月以内に秋田県以外で受験の申請又は受験した場合は、都道府県等コード、試験種類、乙種試験
に係る危険物の類、試験日を記入してください。 

⑰　現在の職業等で、該当する箇所に○を付けてください。 

⑱　危険物取扱者免状の有無について、○を付けてください。 

⑲　危険物取扱者免状の交付を既に受けている場合は、該当する種類の元号コード（昭和３：平成４）、
免状交付年月日、交付番号、交付知事、都道府県等コードを記入してください。なお、免状のコピー（表
面と裏面）を受験願書Ｂ面裏にのり付けしてください。 

⑳　免状の写真下に記載されている12桁の番号を記入してください。 

Ａ　面 

　・　受験願書は、本人が記入してください。 
　・　Ａ面及びＢ面があり、複写式となっています。折ったり、曲げたりしないでください。 
　・　黒色のボールペンで、かい書で正しく書いてください。 
　・　書き損じた場合は、横２本線を引いて、そのすぐ上に正しく書いてください。 
　・　年月日を記入するすべての欄は、１桁の数字の場合、０を前に付けてください。 

受験願書の記入要領 



メールアドレス（任意） 

＠ 

一般財団法人  消防試験研究センター理事長  殿 

① 

⑦ 

⑧ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑱ ⑳ 

⑲ 

④ 

② 
秋田 

秋田 

◯◯石油（株） 

◯◯市 

秋田県秋田市中通 

消防 

◯ ◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ ◯ ◯ ◯ 

タロウ 

太郎 

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

4 5

0 1 0 0 0 0 1

6 － 7 － 9

4

4 1 0 1 0 1 0 0 500001

0 9 0－1 1 1 1 －1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

090

0 5 0 5 0 5

○△△△ ○△△△ 

秋田 

28
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①　所定の払込用紙を使って、試験手数料（甲種 5,000円、乙種 3,400円、丙種 2,700円）を郵便局

又はゆうちょ銀行の窓口で払い込んでください。 

　　郵便局又はゆうちょ銀行の受付局日附印を確認し、「振替払込受付証明書（お客さま用）受験願

書添付用」を全面のり付けしてください。 

注：本人用の「振替払込請求書兼受領書」では受付できませんので、注意してください。また、「振

替払込受付証明書（お客さま用）受験願書添付用」を紛失しても、当センターで責任を負えません。 

 

 

②　「実務経験」の受験資格で甲種を受験する方は、会社等の証明が必要です。会社印及び証明者の

印の押印を忘れずに受けてください。他の証明書でも証明内容が充足していれば支障ありません。 

　　他の受験資格で受験される方、甲種以外を受験される方は、必要ありません。 

Ｂ　面 

Ｂ面裏 

各　種　証　明　書 

こ の 部 分 に の り づ け し て

甲種は￥5,000 

乙種は￥3,400 

丙種は￥2,700 

と記入 

必ず郵便局の 

受付局日付印 

を確認してく 

ださい。 

「振替払込受付証明書 

 受験願書添付用 」を 

貼り付ける。（必ず所 

定の払込み用紙を使用 

してください。） 

各種証明書 

等をこの部 

分にのりづ 

けしてくだ 

さい。 

危険物製造 

所等におけ 

る実務経験 

２年以上で 

甲種を受験 

する方のみ 

必要です。 

事業所（会 

社等）の印 

証明者の私 

印 

危険物取扱 

者免状をお 

持ちの方は 

コ ピ ー を 

貼ってくだ 

さい。 

① ② 

00.00.00

秋田県秋田市 
中通6－7－9 
消 防 太 郎 

￥5 0 0 0
一般財団法人 



郵便局（またはゆうちょ銀行）の窓口でお支払い後 

受験願書Ｂ面に貼付する お客様控え 

受験願書添付用 
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〒010-0001 
秋田市中通６ー７－９　秋田県畜産会館６階 

（一財）消防試験研究センター　秋田県支部　行 

　　　　　　　危険物取扱者試験受験願書在中 

秋田県支部に危険物取扱者試験受験願書を郵送する際、宛名ラベルとして使用してください。 

’ キ　リ　ト　リ ’ ’ キ　リ　ト　リ ’

〒010-0001 
秋 田 市 中 通 六 丁 目 ７ 番 ９ 号　秋田県畜産会館６階 

　 （一財）消防試験研究センター秋田県支部 
　　　　　ＴＥＬ018－836－5673　ＦＡＸ018－836－5672 

　　　　　※願書受付時間　平日　午前９時～午後５時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　（土・日・祝日を除く） 

受験願書提出（郵送）先及び問い合わせ先


